
数学科学習指導案 
日 時 令和６年１月 24 日（水）第２校時 

場 所 ２－５教室              

対象学級 家政科    ２年５組 27 人    

授 業 者 川 嵜  崇 史         

     使用教科書 「新高校の数学Ⅰ」（数研出版）   

 

１．単元名 第 5 章 データの分析 

 

２．単元設定の理由 

(１) 教材観・題材観 

 度数分布表やヒストグラム，最頻値，中央値，平均値，箱ひげ図については中学校で既習である。外れ値，

分散，標準偏差，散布図，相関係数について学び，用語を理解するだけでなく，分析や考察までを行う。 

(２) 生徒観 

 授業中は集中して取り組んでいるものの，全体的に発問に対する反応が薄く，生徒の反応だけで理解具合を

把握しにくいところがある。また，既習事項の定着率の低い生徒が多い。  

(３) 指導観 

 データに関する値を計算させるだけでなく，その値によってどのような分析や考察ができるかに重きを置い

て指導したい。また，できるだけ身近な場面に置き換えて考えさせることも心がける。 

 

３．単元の目標 

  データの散らばり具合や傾向を数値化する方法を考察する力，目的に応じて複数の種類のデータを収集し，

適切な統計量やグラフ，手法などを選択して分析を行い，データの傾向を把握して事象の特徴を表現する力，

不確実な事象の起こりやすさに着目し，主張の妥当性について，実験などを通して判断したり，批判的に考察

したりする力などを養う。 

 

４．単元の評価規準 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

・階級，度数などの用語を理解し，データを

度数分布表にまとめ，ヒストグラムをか

くことができる。 
・最頻値，中央値，平均値の定義や意味を理

解し，それらを求めることができる。 
・四分位数の定義を理解し，四分位数を求

め，箱ひげ図をかくことができる。 
・分散，標準偏差の定義とその意味を理解

し，分散，標準偏差を求めることができ

る。 
・散布図を作成することができる。 
・相関係数の定義とその意味を理解し，相

関係数を計算することができる。 

・どの代表値を用いるのが適切なのかが

場面によって変わってくることを理解

している。 
・四分位範囲や箱ひげ図をもとに，中央値

の周りのデータの散らばり具合を比較

することができる。 
・標準偏差をもとに，平均値の周りのデー

タの散らばり具合を比較することがで

きる。 
・散布図をもとに，データの相関を考察す

ることができる。 
・相関係数の数値からデータの相関を考

察することができる。 

・データを整理して全体の傾向を考

察しようとしている。 
・データの代表値から，その特性や傾

向などを考察しようとしている。 
・データの散らばりの度合いをどのよ

うに数値化するかを考察しようとし

ている。 
・相関係数と散布図の関連に関心をも

ち，考察しようとしている。 

 

５．単元の指導計画（全時間） 

 １ データの整理   １時間          ４ データの相関   ２時間 本時２時間目 

 ２ データの代表値  １時間          ５ 仮説検定の考え方 １時間 

３ データの散らばり ２時間  



６．本時の目標 

 (１)  相関係数の数値からデータの相関を考察することができる。【思・判・表】 

 

７．本時の展開 

過程 学習内容 指導上の留意点 評価 

導入 

５分 

・これまでの学習内容を復習する。 

・偏差，分散，標準偏差，共分散，相関係数の確認。 

  

展開① 

30 分 

 

 

１ 相関係数の計算方法を理解する。 

１ 

 

 

 

 

説明を聞きながら表に数値を代入し，それぞれを求

める。 

 

データ数の違う問題で計算する。 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

・機械的に表を埋めて

いく作業に慣れさせ

る。 

・その一方で，計算され

た数値が何を意味する

かを考えさせる。（作業

だけで終わらせない） 

 

 

・同じ計算方法なので，

ある程度自力で解かせ

ながら，所々ヒントを

与える。 

 

展開②

10 分 

２ 相関係数を用いてデータを分析する方法につい

て考える。 

 

 

 

実際の数値で考える。 

 

 

 

 

 

時間があれば，身の回りの現象について，データを集

めて相関係数を計算したら，どのような値になるか

を考えさせる。 

・相関係数によるデー

タの分析方法につい

て，正しく理解させる。 

 

 

・複雑な計算はコンピ

ュータで行うことを紹

介し，計算自体には時

間をかけないようにす

る。 

・必ず予想を立てるこ

とを強調する。また，予

想と結果の違いについ

ても考えさせる。  

・相関係数の

値から，相関関

係について考

察ができるか

【思・判・表】 

（行動観察） 

（ワークシー

ト） 

まとめ 

５分 

・本時のまとめをする。 

・次時の予告をする。 

  

 

あ る 店 で 販 売 し て い る   種 類 の パ ン の ， 定 価  円 と

  日 の 売 上 個 数  個 の 相 関 係 数  を 求 め よ 。

　 　

種 類 ① ② ③ ④ ⑤

定 価   円               

売 上 個 数    個          



 

生徒の番号          

右手の握力          

左手の握力          

下の表は，人の生徒の右手と左手の握力を測定した結果である。右

手と左手の握力の相関係数を求めよ。

 

１，２の問題は，それぞれどのような相関関係が

あるか，相関係数を基に考えてみよう。 

 

体力テストの「身長」や「握力」，「上体起こし結果」

などの結果から，２つ選んで相関係数を計算した

ら，どのような値になるか予想してみよう。 

本日のめあて：相関係数について理解し，相関係数を用いてデータを分析できるようになろう。 


